
けいゆう病院小児科
–アレルギー診療を希望される患者さんへ-

担当医 津村 由紀 2000年卒 小児科学会専門医・アレルギー学会専門医

余力 靖美 2017年卒 小児科学会専門医

桝井 裕之 2018年卒 小児科学会専門医

アレルギー外来
（初診・乳幼児再診枠）

火曜午後 木曜午後

担当医
津村 2.4.5週
余力1週 桝井 3週

津村

診療内容

問診・血液検査・皮膚テスト・食物負荷試験を組み合わせて診断します。エピペン®の処方が可能です。

湿疹や喘息は無症状までコントロールしてから、食物負荷試験や除去食の解除をすすめます。

特色

 かゆみを伴う湿疹がある

 食物アレルギーを疑う症状があった

 除去している食品がある

 血液検査で食物IgEが陽性だと言われた

このような場合には……

軽症の湿疹を含め、積極的に治療をおこないます。

食品の完全除去が続かないよう、安全に摂取できる少量からの開始をすすめていきます。

ご予約
アレルギー外来は予約制としています。

電話予約のうえ、紹介状をご持参いただくようお願いいたします。

担当医にご希望がある場合は、予約時にお申し出ください。

一般財団法人神奈川県警友会 けいゆう病院小児科
〒220-8521 横浜市西区みなとみらい3-7-3 みなとみらい線 みなとみらい駅2番出口 徒歩2分

食物アレルギーとなるリスクが高い乳幼児についての早期介入を重視します

かかりつけの先生との連携 ・ 引きつぎを重視します

食物アレルギー

アトピー性皮膚炎

かゆみを伴う湿疹はステロイド軟膏で治療します。入院での治療も可能です。
湿疹を治した後は、ステロイド間欠塗布や外用薬(モイゼルト®・コレクチム®など)を併用して維持します。

気管支喘息

重症度の診断を行い、発作のない状態が維持できるよう、発作予防薬の導入・追加を行います。
病態・悪化因子・長期管理の必要性について説明します。 ステロイド吸入の手技練習を行います。

 次の予約までの薬が急に足りなくなったら？

 ずっとアレルギー外来に通うの？

不足薬の処方や、症状が軽くなった後については、かかりつけの先生に引きついで診てもらうよう

お勧めしています。これにより、初診 ・ 重症の患者さんの受け入れを続けられるようにしています。

月-金 13:00-17:00

土(2・4) 8:30-12:30

地域医療連携室

Tel 045-221-8292

2024.10.

待ち時間短縮のため、当院HPまたは以下QRコードより「予診票」を事前にご確認いただき、可能

でしたら印刷のうえ受診前にご記入をお願いいたします。

アレルギー性鼻炎

5才以上で希望される場合、舌下免疫療法を行います。

共通

小児アレルギーセンターHP

湿疹

予診票

食物 喘息鼻炎


